
ベクティビックス®（パニツムマブ）

◆点滴に使用する薬と点滴時間

• 点滴時間：30分

使用する薬 外観
点滴
時間

ベクティビックス®

6mg/kg
30分

◆スケジュール
１４日間を1コースとして、治療を繰り返します。

• 薬の量は、副作用の程度などにより変更されることがあります。

• 点滴時間はあくまで目安であり、時間が前後することがあります。

皮膚障害

ベクティビックス®により、にきびのような発疹、かゆみ、乾燥、爪

の周りの炎症などの皮膚障害が現れることがあります。

副作用の詳細や、対策方法、生活上の注意点については、別冊のパン

フレットをご参照ください。

◆ 主な副作用



◆ 点滴中

下記の赤字の症状があるときは、すぐに医療スタッフへお声

かけください。

血管外漏出

点滴が漏れている、針を刺したところが痛い、熱っぽい、赤く腫れて

いる、違和感がある

過敏反応（アレルギー）

寒気、吐き気、頭痛、めまい、発疹、息苦しい

治療開始1～2回目が起きやすいですが、治療を繰り返していても現れ

ることがあります。

◆ 1～2週間頃

下痢

普段より1日4回以上多く排便がある、または1回でも水のような便が

あるときは、下痢止めを使用することがあります。

強い腹痛や発熱を伴う場合、医師から処方された下痢止めで改善しな

い場合は、ご連絡ください。

低マグネシウム血症

血中の電解質マグネシウムが低下することがあります。マグネシウム

が低下すると、食欲が低下する、脱力感、しびれやふるえなどの症状

が出ることがあります。

定期的な血液検査を行い、低い場合は点滴でマグネシウムを補充する

ことがあります。

◆検査でわかる副作用

【血液検査について】

副作用の確認のために、定期的な血液検査を行います。



◆ 緊急時の連絡方法

◆ 予約外受診の方法

困ったことがあったときは、下記にご連絡ください。

代表：044-977-8111 に電話をかける

平日 ：8:30-17:00
土曜日：8:30-12:30

腫瘍センター
ナースステーション

夜間帯・休診日
など左記以外の時間

各診療科の当直医

病院本館正面玄関を入って右手の
「②再診受付」または「予約外受付機」で手続きした後、
各診療科の外来でお待ちください。

※受付時間：平日8:30-11:30 土曜日8:30-11:00

➢ 生活上の注意については、別冊のパンフレットもご参照ください。

➢ ご不明な点がある場合は、遠慮なく医療スタッフにお尋ねください。

気持ち悪くて水分も摂れない
下痢が止まらない
37.5℃以上の発熱が続いている
薬の使用方法がわからない など

診察券を用意する

薬剤師
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